
閉会挨拶 

 

公益財団法人日本海事センター理事長の平垣内でございます。本日は、長

時間にわたり貴重な内容の講演・ご討議をいただきました。 

先ずは、今回は新型コロナの中多くの関係者の協力の下、無事開催が出来

ましたことに対し改めて御礼申し上げます。 

そして、講演をしていただきました、観光庁和田長官と安里先生に厚く御

礼申し上げます。 

加えて、シンポジウムでモデレーターを務めていただきました森下さん、

またパネリストとしてご登壇いただきました有木さん、仲本さん、前田さ

ん、そして最後に総括コメントをいただきました下地会長に厚く御礼申し上

げます。本日は貴重な発表とご発言を拝聴させていただき、誠に有難うござ

いました。 

 長時間にわたり今回の海事・観光立国フォーラムにご参加いただいた大

勢の参加者及び視聴者の皆様にも御礼を申し上げます。 

 

本日は、「沖縄・美ら海の歴史と無限の可能性」をテーマとしまして、講演

とシンポジウムをして頂きました。 

本日の議論を拝聴しておりまして、沖縄の観光は新型コロナのパンデミッ

クで大きな打撃を受けたものの、沖縄の観光資源は豊富で、しかも観光を支

える女性の方々がいきいきと活動されていて、未来は決して暗くないな、と

感じた次第です。 

沖縄は本当に美しい海に囲まれ、そしてやんばるに代表される自然は魅力

にあふれています。私事で恐縮ですが、私自身 2005 年から 2008 年に NY に

て、日本政府観光局の米州統括事務所の代表を務めておりましたが、その際

に米国の大手旅行雑誌社のエデイターが「沖縄の海は本当に美しい。グレー



トバリアリーフなどは比較にならない」とおっしゃっていたことを今でも鮮

明に覚えております。 

また、「万国の津梁」という言葉が示すとおり、沖縄は琉球の時代から遠い

国々との海上交易を通じて栄えてきました。そういう意味で、まさに我が国

における海運のあるいは貿易立国の先駆けであります。その歴史が示す「奥

深いポテンシャル」や沖縄の人々の「しなやかな粘り強さ」というものを現

地に来てみて、また今回のフォーラムを通じて改めて感じました。 

 

限られた時間の中でしたが、沖縄の海の歴史や今後の観光を中心とした展

望について理解や議論が深まる一助になったとすれば幸いです。 

今回のフォーラムを契機としまして、関係者の皆様方の今後ますますの取

組に期待するとともに、海事センターといたしましては、産官学の連携の中

核的な存在として、調査研究活動等を通じまして、関係の皆様方に少しでも

貢献していきたいと考えております。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

本日は、最後までご参加・ご視聴いただき、誠にありがとうございまし

た。 

 


